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◆ 砂丘長いも 初出荷
◆ 県産食材の魅力を再発見
◆ 農業委員会大会 表彰
◆ 准組合員との交流の場
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【全体運】ピンチが接近中です。警戒を怠らないで。いつもより慎重に行動することで危険を減らせます。下旬からは上昇運
【健康運】体を冷やさないように。特に腰はしっかりケアを　　【幸運の食べ物】シュンギク

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
夢
と
希
望
に

満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
方
に
は

当
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く
に
対
し
日
頃
か
ら
ご

理
解
、
ご
利
用
を
賜
り
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
本
年
も
旧
年
に
倍
し
て
ご
高
配
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
令
和

二
年
二
月
か
ら
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
月
八
日

に
制
限
を
撤
廃
し
以
前
の
生
活
に
戻
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
三
年
数
か
月
の

間
、
Ｊ
Ａ
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
自
粛
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
通
常
総
代
会
に
お
い
て
も
、
原
則

書
面
に
よ
る
議
決
と
な
り
、
総
代
の
皆
様

は
じ
め
組
合
員
の
皆
様
と
直
接
話
し
合
う

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

制
限
撤
廃
後
は
、
総
代
会
へ
の
総
代
各
位

の
出
席
、
秋
祭
り
や
一
支
店
一
協
同
活
動

な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
復
活
し
、
組
合
員
・
利

用
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
社
会
活
動
が
復
活
す
る
一
方
で
、
石
川

県
は
大
き
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年

で
し
た
。
五
月
五
日
、
珠
洲
市
を
震
源
と

し
た
震
度
六
強
の
奥
能
登
地
震
、
そ
し
て

七
月
十
二
日
・
十
三
日
当
Ｊ
Ａ
管
内
に
お

い
て
発
生
し
た
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨

は
、
観
測
史
上
最
大
を
記
録
し
、
土
砂
災

害
、
住
居
や
電
気
・
水
道
・
交
通
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
農
業
生
産
現
場
で
は
、
農
地
法

面
、
た
め
池
の
崩
壊
や
農
道
及
び
用
水
を

含
む
農
業
用
施
設
の
冠
水
・
浸
水
被
害
を

受
け
、
水
稲
、
園
芸
品
目
の
生
産
に
大
き

な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雨
に
よ
る
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
被
害

は
、
Ｊ
Ａ
共
済
加
入
者
で
、
建
物
百
七
十

八
件
が
該
当
し
、
現
在
ま
で
に
約
五
億
五

千
万
円
、
自
動
車
で
七
十
一
件
、
約
七
千

百
万
円
を
お
支
払
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
で
は
、八
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

約
四
千
七
百
万
円
の
被
害
額
と
な
り
、
今

も
な
お
多
く
が
復
旧
で
き
ず
、
作
付
不
能

の
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
日
で
も

早
い
復
旧
・
復
興
を
願
う
と
と
も
に
引
き

続
き
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
・
農
政
を
め
ぐ
る
情
勢

　
生
産
基
盤
の
維
持
、
担
い
手
不
足
・
農

業
労
働
力
の
確
保
、
鳥
獣
被
害
の
拡
大
な

ど
、
地
域
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
中
、
近
年
で
は
超
高
齢
化

の
進
行
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
や
頻
発
化
・ 

激
甚
化
す
る
自
然

災
害
な
ど
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化
に
加

え
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
速
な
進
展
、カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
、
社
会
全
体
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
新
た
な
時
代
の
潮

流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

を
背
景
に
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
持

続
可
能
な
農
業
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
中
、

水
稲
か
ら
収
益
性
の
高
い
園
芸
作
物
へ
の

転
換
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
収

益
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
担
い
手

の
確
保
・
育
成
な
ど
農
業
生
産
構
造
の
強

化
と
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
と
り
わ
け
担
い
手
不

足
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
集
落
営
農
の

組
織
化
や
新
規
就
農
者
の
育
成
・
無
料
職

業
紹
介
所
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
新
規
生
産

者
の
獲
得
、
担
い
手
育
成
を
強
化
し
、
地

域
の
農
業
生
産
を
五
年
、
十
年
先
に
渡
っ

て
維
持
す
る
た
め
、
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
が
と

も
に
考
え
る
次
世
代
総
点
検
運
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
五
年
の
農
作
物
生
産
概
況

　
七
月
の
豪
雨
は
青
果
物
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
大
崎
ス
イ
カ
・
河
北

潟
ス
イ
カ
は
、
出
荷
当
初
か
ら
単
価
高
で

順
調
に
推
移
し
て
い
た
も
の
の
、
病
害
等

の
被
害
に
よ
り
早
期
に
出
荷
終
了
と
な
り
、

ま
た
、
甘
藷
「
か
ほ
っ
く
り
」
の
圃
場
は

土
が
流
出
、
河
北
潟
干
拓
地
の
小
松
菜
等

も
冠
水
被
害
に
よ
り
出
荷
停
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
白
ね
ぎ
は
昨
年
よ
り

試
験
的
に
ミ
ニ
ね
ぎ
を
作
付
け
し
市
場
の

評
価
も
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ

の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
・
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
も
七
月

の
豪
雨
、
ま
た
高
温
少
雨
で
着
色
の
鈍
化

と
顆
粒
軟
化
の
発
生
に
苦
し
み
ま
し
た
が
、

デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
販
売
単
価
は
千
三
百
十
八

円
と
過
去
最
高
と
な
り
、「
石
川
県
産
ブ

ラ
ン
ド
農
林
水
産
物
百
万
石
の
極
み
」
の

ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
は
七
千
七
百
七
十
九
房
と
、

県
内
で
は
最
高
の
出
荷
数
と
な
り
ま
し
た
。

同
じ
く
「
百
万
石
の
極
み
」
に
認
定
さ
れ

た
高
松
紋
平
柿
は
、
荷
受
計
画
六
十
ト
ン

に
対
し
六
十
五
ト
ン
の
荷
受
け
と
な
り
、

五
年
連
続
初
セ
リ
で
「
プ
レ
ミ
ア
ム
」
が

十
万
円
を
記
録
す
る
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
価
値

の
向
上
へ
の
取
り
組
み
も
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。
畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
出
荷
量

年
頭
に
あ
た
っ
て�

代
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【全体運】活気があります。華やかなことにツキがあるので遊びに行く計画を立てて。作業はスピードより正確さ重視で
【健康運】脳トレがお勧め。パズルや手の運動で脳を刺激して　　【幸運の食べ物】エリンギ

は
増
加
し
、
単
価
も
上
昇
し
ま
し
た
が
、

子
牛
は
低
価
格
で
推
移
し
ま
し
た
。

　
稲
作
で
は
、
田
植
え
時
期
に
降
水
量
が

多
く
日
照
時
間
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で
初

期
生
育
は
悪
か
っ
た
も
の
の
、
六
月
に
入

り
高
気
圧
に
覆
わ
れ
気
温
が
高
く
推
移
し
、

日
照
時
間
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
育
は

平
年
並
み
に
戻
り
ま
し
た
。
七
月
は
、
出

穂
後
高
温
・
多
日
照
で
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
登
熟
初
期
の
充
実
不
足
に
よ
る
胴
割

粒
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

登
熟
期
間
の
平
均
気
温
は
二
十
七
度
超
え

で
高
温
登
熟
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
飽

水
管
理
を
行
い
ま
し
た
が
、
七
月
の
豪
雨

で
た
め
池
や
用
水
路
の
破
損
、
ま
た
長
引

く
高
温
・
少
雨
に
よ
り
用
水
確
保
に
苦
慮

し
ま
し
た
。
除
草
は
適
宜
に
行
わ
れ
た
も

の
の
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
の
生
息
数
は
依
然

と
し
て
多
く
、
落
等
理
由
の
第
一
位
が
部

分
カ
メ
ム
シ
、
次
い
で
胴
割
粒
、
三
位
に

乳
白
粒
と
な
り
ま
し
た
。
一
等
米
比
率
は
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
八
十
・
一
％
、
ゆ
め
み
づ
ほ

八
十
・
七
一
％
、
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
で
八
十

一
・
四
二
％
、
集
荷
実
績
は
八
万
九
千
九

百
九
十
二
俵
と
な
り
ま
し
た
。
仮
渡
金
で

は
、
一
俵
当
た
り
一
万
二
千
三
百
円
と
な

り
前
年
か
ら
七
百
円
上
が
り
ま
し
た
が
、

継
続
す
る
電
気
料
・
燃
料
の
高
騰
は
、
農

家
所
得
の
向
上
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
国
・
県
・
市
町
お
よ
び
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
等
で
総
力
を
上
げ
、
生
産
者
の
収

入
が
一
円
で
も
高
く
な
る
よ
う
引
き
続
き

対
策
等
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

☆
設
立
三
十
周
年
、

　
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
に
向
け
て

　
平
成
六
年
（
千
九
百
九
十
四
年
）
四
月

一
日
、
内
灘
・
津
幡
・
中
条
・
宇
ノ
気
・

七
塚
・
高
松
の
六
Ｊ
Ａ
に
よ
る
合
併
で
Ｊ

Ａ
石
川
か
ほ
く
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の

後
平
成
八
年
に
Ｊ
Ａ
津
幡
中
央
が
加
わ
り
、

現
在
の
河
北
郡
市
一
円
を
管
内
と
す
る
形

に
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
四
月
一
日
に
設
立
三
十
周
年
迎
え
、

節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
三
十
年
の
間
、

農
業
情
勢
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
組
合
員

の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
経
営
・
事
業

維
持
、
社
会
情
勢
や
組
合
員
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
な
ど
度
重
な
る
改
革
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　
三
十
周
年
を
迎
え
る
現
在
で
も
、農
業
・

地
域
の
在
り
方
や
組
合
員
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
、
複
雑
化
す
る
社
会
ニ
ー
ズ
は
、
Ｊ
Ａ

の
事
業
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
急
激
な
変
化
に
対
応

し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
が
将
来
に
わ
た
っ
て
食
と
農
を

基
軸
と
し
た
協
同
組
合
運
動
を
実
践
し
、

真
に
組
合
員
に
求
め
ら
れ
る
組
織
と
し
て

あ
り
続
け
る
た
め
に
、課
題
を
整
理
し「
不

断
の
自
己
改
革
に
よ
る
さ
ら
な
る
進
化
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
に
お
き
ま
し
て
も
、
組
織
基
盤

の
弱
体
化
に
よ
る
経
営
悪
化
が
予
想
さ
れ

る
中
、経
営
の
持
続
性
確
保
、組
合
員
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
の
た
め
、
経
営
課
題
の
洗
い

出
し
と
明
確
化
を
は
か
り
、
経
営
基
盤
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
総
合
事
業
体
と
し
て
の
機

能
な
ら
び
に
組
合
員
・
利
用
者
・
地
域
の

皆
さ
ま
の
営
農
と
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
持
続
す
べ
く
、
経
済

事
業
の
収
支
改
善
及
び
事
業
運
営
方
式
の

見
直
し
、
金
融
・
共
済
事
業
の
将
来
を
見

据
え
た
業
務
の
効
率
化
や
コ
ス
ト
の
削
減

な
ど
事
業
運
営
改
革
に
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ

石
川
か
ほ
く
自
己
改
革
の
基
本
目
標
で
あ

る
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産

の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
実
現
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
持
続
可
能
な

農
業
・
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
に
向
け
て

自
己
改
革
に
邁
進
し
、
組
合
員
・
利
用
者 

・
地
元
住
民
に
愛
さ
れ
、
地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
組
合

員
、
並
び
に
ご
家
族
の
一
層
の
ご
多
幸
を

祈
念
し
、
年
頭
の

挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　
旧
年
中
は
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
に
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ず
倍
旧
の
ご
愛
顧
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
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口　
孝
三

〃

�

荒
木　
恵
子

〃

�
田
端
い
ず
み

〃

�
大
澤　
朗
正

〃

�
竹
中　
助
典

理　
　
事�

松
能　
明
人

〃

�

長
江　
栄
樹

〃

�

酒
井　
裕
一

〃

�

吉
本　
　
悟

〃

�

瀬
戸　
一
孝

〃

�

北
岡　
仁
志

〃

�

油
島　
　
慧

代
表
監
事�

中
村　
　
壽

常
勤
監
事�

山
下　
充
晃

監　
　
事�

今
本　
重
蔵

〃

�

井
上　
亮
一

員
外
監
事�

長　
　
和
義
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十
一
月
十
日
、
石
川
か
ほ
く
長
い
も

部
会
は
、
当
Ｊ
Ａ
北
部
育
苗
セ
ン
タ
ー

に
て
、か
ほ
く
市
特
産「
砂
丘
長
い
も
」

の
初
出
荷
を
行
い
ま
し
た
。
初
日
は
約

一
ト
ン
の
長
い
も
が
持
ち
込

ま
れ
、
生
産
者
は
一
本
ず
つ

傷
や
曲
が
り
、
重
量
な
ど
品

質
を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら

検
査
を
行
い
ま
し
た
。
七
月

十
二
日
の
線
状
降
水
帯
に
よ

る
大
雨
や
、
猛
暑
に
よ
る
水

不
足
で
肥
料
が
行
き
渡
ら
ず
、 

例
年
に
比
べ
小
ぶ
り
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
圓
山
博
彦

同
部
会
長
は
「
今
年
も
味
が

良
く
仕
上
が
っ
た
。
甘
み
も 

申
し
分
な
い
、
美
味
し
い
長

い
も
と
な
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
同
部
会
で
は
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
栽
培
し
て
お
り
、
十
二

月
末
ま
で
に
約
四
ト
ン
を
出 

荷
す
る
見
込
み
で
す
。「
と
っ

く
り
」「
ト
ロ
フ
ィ
ー
」「
ネ
バ
リ
ス
タ
ー
」 

の
三
品
種
が
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く
、

県
内
ス
ー
パ
ー
に
て
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

砂丘長いもを検査する生産者

双子座
5/21〜6/21

【全体運】一進一退のままならない運気。急がずいつものペースを保つよう心がけましょう。下旬は作業も予定も挽回可能です
【健康運】寒さ対策を入念に。あったかインナーは特に◎　　【幸運の食べ物】サツマイモ

砂
丘
長
い
も

丘
長
い
も  

初
出
荷

初
出
荷

　
十
一
月
十
二
日
、
石
川
県
立
図
書
館

屋
外
広
場
に
て
「
い
し
か
わ
ビ
ブ
リ
オ

マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地

か
ら
多
く
の
特
産
品
や
農
産
物
、
加
工

品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
は
、
か
ほ
く
市
特

産「
高
松
紋
平
柿
」や「
か
ほ
っ
く
り
」な

ど
約
十
種
類
を
販
売
。
時
折
強
い
雨
が

降
る
な
か
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、

農
産
物
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
当
Ｊ
Ａ
職
員
の

大
き
な
声
が
会
場
を

活
気
付
け
て
い
ま
し

た
。

　
県
外
よ
り
訪
れ
た

観
光
客
は
「
観
光
で

来
た
が
新
鮮
な
野
菜

が
揃
っ
て
い
て
感
動

し
た
。
活
気
の
あ
る

雰
囲
気
に
つ
ら
れ
て
、 

つ
い
沢
山
買
い
物
し

て
し
ま
っ
た
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
「
い
し
か
わ
ビ
ブ

リ
オ
マ
ル
シ
ェ
」
で

は
旬
の
県
産
食
材
の

魅
力
を
再
発
見
し
て

も
ら
お
う
と
「
買
う
・
作
る
・
食
べ
る 

・
学
ぶ
」
の
四
つ
の
体
験
を
通
し
て
地

産
地
消
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
特
産
品

な
ど
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
農
産
物
に

関
す
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
図
書
の
展
示

な
ど
多
く
の
来
場
者
へ
向
け
て
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

県
産
食
材
の
魅
力
を
再
発
見

産
食
材
の
魅
力
を
再
発
見

新鮮な農産物をアピールする当 JA 職員
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十
一
月
二
日
、
高
松
紋
平
柿
生
産
組

合
指
導
の
も
と
、
か
ほ
く
市
立
高
松
小

学
校
三
年
生
六
十
一
名
と
か
ほ
く
市
立

大
海
小
学
校
三
年
生
十
五
名
が
同
部
会

の
岩
野
伸
一
さ
ん
の
圃
場
に
て
「
高
松

紋
平
柿
」の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
収
穫
前
に
当
Ｊ

Ａ
営
農
部
職
員
が

「
高
松
紋
平
柿
」

の
歴
史
を
説
明
し
、 

収
穫
時
の
注
意
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
児
童
は
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
分
か
れ
、 

一
人
ひ
と
り
脚
立

に
乗
り
収
穫
。
児

童
は
「
脚
立
に
乗

り
な
が
ら
収
穫
す

る
の
が
難
し
か
っ

た
」「
慣
れ
て
く

る
と
楽
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
紋
平

柿
は
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
に
入
れ
脱
渋

を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
小
学
校
に
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
蔵
岡
真
吾
副
組
合
長
は「
地

元
の
子
ど
も
で
も
紋
平
柿
を
知
ら
な
い

子
が
多
い
。
今
回
の
体
験
で
地
元
農
産

物
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

「高松紋平柿」を収穫する児童

蟹　座
6/22〜7/22

【全体運】吉凶混合ながら華やかな運気。気持ちを上手に切り替えポジティブ思考でいきましょう。吉運が強まります
【健康運】慌ててけがなどをしないように。浴室は暖めて　　【幸運の食べ物】ハクサイ

児

　
当
Ｊ
Ａ
農
機
セ
ン
タ
ー
は
十
一
月
十 

五
日
、
株
式
会
社
ク
ボ
タ
・
Ｊ
Ａ
全
農

い
し
か
わ
と
共
同
で
ト
ラ
ク
タ
ー
実
演

会
を
開
催
し
、
営
農
組
織
や
生
産
者
ら

約
六
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
実
演
会
は
、
各
種
作
業
の
高
精
度
・

省
力
・
効
率
化
へ
の
提
案
を
目
的
と
し
、

自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
や
作
業
能
率
が
向

上
し
た
作
業
機
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
谷
川
誠
一
同
セ
ン
タ
ー
長
は
「
農
業

情
勢
は
個
人
経
営
か
ら
営
農
組
合
な
ど

の
大
型
農
家
へ
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ

に
伴
い
作
業
の
省
力
化
が
図
れ
る
も
の

や
操
作
性
が
高
い
も
の
な
ど
、
生
産
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
農
機
を
提
案
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ト
　
十
一
月
十
一
日
、
か
ほ
く
市
の
と
里

山
海
道
高
松
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
道
の
駅

高
松
里
山
館
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
て
「
秋

の
さ
と
や
ま
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
大
崎
甘
藷
生
産
組

合
・
石
川
か
ほ
く
長
い
も
部
会
・
高
松

紋
平
柿
生
産
組
合
が
同
市
特
産
の
「
か

ほ
っ
く
り
」「
砂
丘
長
い
も
」「
高
松
紋
平

柿
」
を
特
別
価
格
で
販
売
し
た
ほ
か
、

柿
の
詰
め
放
題
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
は
、
初
め
て
来
場
さ
れ
た
方
か
ら
何

度
も
来
場
さ
れ
て
い
る
方
ま
で
、
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
生
産
者
は
「
地
元
農
産
物
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
。
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
定
着

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

童
に
よ
る
収
穫
体
験

童
に
よ
る
収
穫
体
験

柿を詰める来場者性能を確認する参加者

秋
の
さ
と
や
ま

の
さ
と
や
ま

マ
ル
シ
ェ

マ
ル
シ
ェ  

開
催
開
催

ラ
ク
タ
ー
・
作
業
機

ラ
ク
タ
ー
・
作
業
機  

実
演
会

実
演
会
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十
一
月
二
十
一
日
、当
Ｊ
Ａ
本
店
と
津 

幡
支
店
は
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
一
階
津
幡
支
店
の
給
湯
室
か

ら
出
火
し
た
想
定
で
行
わ
れ
、
通
報
や

初
期
消
火
な
ど
を
担
当
す
る
職
員
が
手

順
を
確
認
し
な
が
ら
行
動
に
移
し
ま
し

た
。
そ
の
他
の
役
職
員
は
避
難
経
路
を

確
認
し
な
が
ら
屋
外
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
消
火
器
取
扱
講
習
会
で
は
、

消
火
器
の
配
置
場
所
や
使
用
方
法
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
訓
練
用
に
中

身
を
水
に
替
え
た

消
火
器
が
用
意
さ

れ
、
実
際
に
一
人

ひ
と
り
使
い
方
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
西
川
一
郎
代
表
理
事
組
合
長
は
「
自

ら
の
身
を
護
り
、
そ
の
上
で
お
客
様
も

安
全
に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実

際
は
訓
練
よ
り
厳
し
い
状
況
だ
が
、
日

頃
か
ら
頭
の
中
で
想
定
し
非
常
事
態
に

対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

職
　
か
ほ
く
四
季
ま
つ
り
「
か
に
カ
ニ
合

戦　
海
の
幸
・
山
の
幸
ま
つ
り
」
が

十
一
月
十
九
日
、
同
市
七
塚
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

新
鮮
な
県
産
ガ
ニ
や
農
産
物
を
求
め
約

七
千
人
が
来
場
し
、
か
ほ
く
市
の
海
の

幸
・
山
の
幸
を
堪
能
。

　
五
年
ぶ
り
と
な
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
餅

つ
き
で
は
、油
野
和
一
郎
か
ほ
く
市
長
、

村
井
一
宏
当
Ｊ
Ａ
代
表
理
事
専
務
ら
実

行
委
員
が

力
強
く
杵

を
振
り
、
宇
ノ
気
支
店
職
員
が
丸
め
て

き
な
粉
を
ま
ぶ
し
、ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

　
農
産
物
即
売
で
は
、
特
産
の
サ
ツ
マ 

イ
モ「
か
ほ
っ
く
り
」や「
高
松
紋
平
柿
」、 

「
砂
丘
長
い
も
」
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。

　
特
に
紋
平
柿
四
百
ｋｇ
、
か
ほ
っ
く
り

百
ｋｇ
の
詰
め
放
題
イ
ベ
ン
ト
は
、
開
場

前
か
ら
長
い
列
と
な
り
ま
し
た
。

獅子座
7/23〜8/22

【全体運】もう少しで状況が変わります。面倒なことも手を抜かずに進めることが大切です。人との交流が開運のきっかけに
【健康運】胃腸をいたわって。消化の良い食事で元気に　　【幸運の食べ物】カリフラワー

　
十
一
月
十
一
日
、
津
幡
町
の
倶
利
迦

羅
不
動
寺
鳳
凰
堂
に
て
「
Ｊ
Ａ
共
済
特

別
協
賛
つ
ば
た
森
林
浴
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は

チ
ー
ム
内
で
襷
を
つ
な
ぎ
、
倶
利
迦
羅

不
動
寺
鳳
凰
堂
周
辺
を
四
時
間
で
ど
れ

だ
け
周
回
す
る
か
を
競
う
リ
レ
ー
式
の

マ
ラ
ソ
ン
。
一
般
の
部
と
小
中
学
生
の

部
合
わ
せ
て
県
内
外
か
ら

三
十
八
チ
ー
ム
の
三
百
七 

十
七
人
が
参
加
し
「
Ｊ
Ａ

石
川
か
ほ
く
」
チ
ー
ム
も

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者

に
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
パ
ッ
ク

ご
飯
「
ほ
く
の
里　
ほ
く

ほ
く
ご
は
ん
」
や
「
白
山

の
水
」
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
当
Ｊ
Ａ
の
ブ
ー
ス
に

は
か
ほ
く
市
特
産
品
の

「
高
松
紋
平
柿
」、「
砂
丘

長
い
も
」
や
、
当
Ｊ
Ａ
の

六
次
化
商
品
で
あ
る
「
い

け
な
ら
紫
チ
ョ
コ
サ
ン
ド
」、 

「
い
け
な
ら
紫
細
う
ど
ん
」

が
販
売
さ
れ
人
気
を
集
め

ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ほ

く
の
里
」
も
応
援
に
駆
け

付
け
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ス

タ
ー
ト
を
切
る
と
同
時
に
応
援
が
飛
び

交
い
、
参
加
者
は
紅
葉
を
楽
し
み
な
が

ら
襷
を
つ
な
ぎ
懸
命
に
走
り
切
り
ま
し

た
。
優
勝
チ
ー
ム
に
は
「
里
山
の
こ
し

ひ
か
り 

ほ
く
の
里　
二
ｋ
ｇ
」
が
チ

ー
ム
人
数
分
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ば
た
森
林
浴
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

ば
た
森
林
浴
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン  

開
催
開
催

参加者を応援するほくの里

力強い餅つきをする油野市長消火器を実際に使用して確認する当 JA 職員

か
ほ
く
の
海
の
幸
・
山
の
幸
堪
能

ほ
く
の
海
の
幸
・
山
の
幸
堪
能

か
ほ
く
四
季
ま
つ
り

か
ほ
く
四
季
ま
つ
り

員
避
難
訓
練

員
避
難
訓
練

１
支
店
１
協
同
活
動
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石
川
県
農
業
会
議
と
県
内
各
市
町
農

業
委
員
会
の
第
六
十
一
回
県
農
業
委
員

会
大
会
が
十
一
月
十
六
日
、
加
賀
市
文

化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
と
農
村
の

再
生
、
農
業
政
策
に
関
す
る
提
案
等
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
席
上
、
か
ほ
く
市
の
種
本
博

さ
ん
は
農
林
水
産
大
臣
表
彰
、
当
Ｊ
Ａ

の
今
本
重
蔵
監
事
は
二
十
年
の
永
き
に

渡
り
勤
め
た
功
績
が
称
え
ら
れ
全
国
農

業
会
議
所
会
長
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
今
本
重
蔵
監
事
は「
か

ほ
く
市
合
併
前
の
旧
七
塚
町
農
業
委
員

会
か
ら
携
わ
り
、
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て

い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」と
、 

種
本
博
さ
ん
は
「
圃
場

整
備
が
進
み
、
担
い
手

の
育
成
が
さ
れ
て
き
た
。 

そ
の
た
め
優
良
農
地
が

守
ら
れ
、
地
域
農
業
の

振
興
に
つ
な
が
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
大
会

業
委
員
会
大
会  

表
彰
表
彰

乙女座
8/23〜9/22

【全体運】好調です。本気を見せれば状況を変えられます。諦めずにチャレンジを。新年会やパーティーへの出席が吉
【健康運】体を動かすほど調子が上がります。スポーツが吉　　【幸運の食べ物】レンコン

　
十
一
月
十
六
日
、
地
域
農
業
の
担
い

手
に
出
向
く
Ｔ
Ａ
Ｃ（
タ
ッ
ク
）の
優
れ 

た
取
り
組
み
を
紹
介
す
る「
Ｔ
Ａ
Ｃ
パ
ワ 

ー
ア
ッ
プ
大
会
２
０
２
３
」
が
神
奈
川

県
横
浜
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ウ

ェ
ブ
も
併
用
し
、約
四
百
五
十
名
が
参
加
。

　
当
Ｊ
Ａ
営
農
部
の
櫻
井
和
幸
課
長
補

佐
は
「
高
松
紋
平
柿
」
の
生
産
振
興
と

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
の 

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、Ｔ
Ａ
Ｃ
部
門
で 

最
高
位
の
全
農
会
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。 

櫻
井
課
長
補

佐
は
大
会
を
終
え
て
「
高
松
紋
平
柿
は

決
し
て
大
き
な
産
地
で
は
な
い
が
、
生

産
者
の
努
力
に
よ
り
市
場
に
認
め
ら
れ

る
農
産
物
に
な
っ
て
き
た
。
生
産
者
の

意
欲
的
な
取
り
組
み
は
地
域
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
も
生
産

部
会
、
関
係
機
関
、
役
職
員
の
指
導
を

仰
ぎ
、私
た
ち
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
で
産
地
・

地
域
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら

に
成
長
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｔ
　
十
一
月
二
十
七
日
、
か
ほ
く
市
立
大

海
小
学
校
三
年
生
十
六
名
は
同
市
瀬
戸

町
在
住
の
髙
﨑
武
義
さ
ん
指
導
の
も
と
、

同
所
に
あ
る
髙
﨑
さ
ん
の
畑
で
大
豆「
エ

ン
レ
イ
」
の
収
穫
と
脱
穀
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　
大
豆
の
枝
を
収
穫
し
た
後
も
畑
に
落

ち
て
い
る
鞘
や
大
豆
を
探
し
「
こ
こ
に

も
あ
っ
た
。
大
き
い
豆
を
見
つ
け
た
よ
」

と
楽
し
そ
う
に
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
校
区
に
伝
わ
る
「
大
海

味
噌
」
作
り

学
習
を
し
て

お
り
五
月
に

大
豆
を
植
え
、 

十
一
月
初
旬

に
枝
豆
の
観

察
を
行
い
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
大
豆
は
自
然
乾
燥
さ
せ
、

児
童
ら
が
手
作
業
で
選
別
作
業
を
行
い
、

一
月
に
味
噌
の
仕
込
み
作
業
を
行
う
予

定
で
す
。

収穫した枝を髙﨑さんに手渡す児童
全農会長賞を受賞した

櫻井和幸課長補佐

大
豆
の
収
穫
・
脱
穀
体
験

豆
の
収
穫
・
脱
穀
体
験

Ａ
Ｃ
Ａ
Ｃ

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会

農林水産大臣表彰を受けた種本博さん 全国農業会議所会長表彰を受けた今本重蔵監事
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【全体運】家族や家の中のことを後回しにしないように。身の回りのことを優先させれば危険を回避できます。掃除は丁寧に
【健康運】無理は禁物。適度に休憩し疲れをためないように　　【幸運の食べ物】京ニンジン

天秤座
9/23〜10/23

　
十
二
月
二
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
女
性
理
事

に
よ
る
「
お
正
月
飾
り
手
作
り
教
室
」

を
本
店
三
階
会
議
室
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
度
に
開
催
し
た
「
プ
ラ
ン
タ

ー
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
講
習
会
」と「
米

粉
を
使
用
し
た
ピ
ザ
の
料
理
教
室
」
に

引
き
続
き
当
Ｊ
Ａ
の
准
組
合
員
を
対
象

に
募
集
し
、
十
九
名
が
参
加
。

　
今
回
の
教
室
で
は
、
農
業
の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
地
元
で
栽

培
し
た
稲
穂
を
使
用
し

ま
し
た
。
始
め
に
稲
と

米
に
つ
い
て
、
稲
か
ら

お
米
に
な
る
ま
で
の
工

程
を
説
明
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
完
成
を
イ
メ

ー
ジ
し
な
が
ら
し
め
縄

を
編
み
、
色
鮮
や
か
な

花
や
小
物
な
ど
で
飾
り

つ
け
を
楽
し
み
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
お
正
月
飾
り

を
作
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
毎
日
食

べ
て
い
る
お
米
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

自
分
だ
け
の
し
め
縄
を

作
る
こ
と
も
で
き
、
参

加
し
て
よ
か
っ
た
」
と

嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
当
Ｊ
Ａ
で
は

准
組
合
員
と
の
交
流
の
場
・
意
思
反
映
、

農
業
を
テ
ー
マ
に
地
域
と
つ
な
が
り
の

場
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

准
組
合
員
に
農
業
へ
の
応
援
や
農
協
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

准
組
合
員
と
の
交
流
の
場

組
合
員
と
の
交
流
の
場

　
河
北
郡
市
農
業
振
興
協
議
会
内
灘
町

支
部
と
当
Ｊ
Ａ
内
灘
支
店
は
十
一
月
十 

九
日
、
内
灘
町
役
場
に
て
「
元
気
内
灘

と
れ
た
て
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
元
生
産
者
が
お
で
ん
大
根
や
カ
ブ
、

白
菜
な
ど
約
三
十
種
類
を
持
ち
寄
り
、

新
鮮
な
農
産
物
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
し

た
。
生
産
者
は
来
場
者
へ
オ
ス
ス
メ
の

調
理
法
や
保
存
法
を
伝
え
る
な
ど
、
会

話
を
交
え
な
が
ら
農
産
物
の
魅
力
を
発

信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
農
産
物
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
豚
汁
も
販
売
。「
温

か
く
て
美
味
し
い
」
と
喜
び
の
声
が
聞 

こ
え
、
中
に
は
お
か
わ
り
を
し
て
い
る

人
も
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
来
場
し
た
と
い
う
女
性
客
は

「
生
産
者
の
方
と
会
話
し
な
が
ら
の
買

い
物
が
楽
し
か
っ
た
。
新
鮮
な
地
元
の

野
菜
を
た
く
さ
ん
買
え
た
の
で
来
て
よ

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
折
戸
嘉
弘
同
支
店
長
は
「
こ
の
場
が

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
地
元
農
産
物
の

美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

の
場
と
な
る
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

新
鮮
な
農
産
物
が
ず
ら
り

鮮
な
農
産
物
が
ず
ら
り

「
元
気
内
灘
と
れ
た
て
市
」

「
元
気
内
灘
と
れ
た
て
市
」

新鮮な農産物を買い求める来場者

豚汁を味わう来場者

真剣にお正月飾り作りに取り組む参加者



確定申告書等
作成コーナー

国税庁  ふたば

確定申告に関する疑問は
AI チャットボットに、
お気軽にご相談ください

確定申告

令和５年分

国税庁HPの「確定申告書
等作成コーナー」から、
いつでも申告できます！

事業・農業・不動産
所得がある方も使い
やすくなりました。

所得税および復興特別所得税・贈与税

事業税・住民税の申告期限：令和６年３月15日㈮まで

消費税および地方消費税（個人事業者）

令和6年 ３月15日㈮ まで

令和６年 ４月１日㈪ まで

申
告
納
税

金沢税務署からのお知らせ

インボイス発行事業者は
消費税の申告が必要となります！

青色申告決算書や収支内訳書も
スマホで作成できます！

税務職員ふたば

便利な ! 国税の納付手続振替納税（所得税・消費税のみ）
✓金融機関に出向く必要がありません！
✓現金を持ち歩く必要がありません！
✓依頼書の提出は初回のみです！
※自動的に次回以降も
　振替納税が行われます。

コンビニ納付
（QRコード）

詳細はこちら 詳細はこちら

スマホ
アプリ納付
（QRコード）

詳細はこちら

クレジット
カード納付
（QRコード）

詳細はこちら

9

の
運勢
1月 【全体運】コミュニケーション運が活発化。あなたが間に入れば問題は解決へ。情報収集をしっかりし冷静に対応しましょう

【健康運】友人との運動やおしゃべりが健康を保つこつ　　【幸運の食べ物】ゴボウ
蠍　座
10/24〜11/22

　
当
Ｊ
Ａ
宇
ノ
気
支
店
は
十
一
月
二
十 

二
日
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
防
犯
教

室
を
宇
野
気
公
民
館
に
て
開
催
し
、
近

隣
住
民
ら
約
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
特
殊
詐
欺
が
増
え
て

お
り
、
同
支
店
で
も
過
去
二
件

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
シ
ニ
ア
世
代
の
防
犯

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
石
川
県
生
活
安
全
課
職
員

と
津
幡
警
察
署
、
か
ほ
く
市
防

犯
協
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
防

犯
腹
話
術
師
協
力
の
も
と
、
還

付
金
詐
欺
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な

ど
の
特
殊
詐
欺
を
中
心
に
、
ま

た
交
通
安
全
に
つ
い
て
も
注
意

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
腹
話
術
な
ど
を

利
用
し
た
説
明
で
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
く
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

気
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
小
池
田
巌
同
支
店
長
は
「
地

域
全
体
で
防
犯
対
策
を
行
う
こ

と
で
被
害
を
減
ら
し
た
い
。
少

し
で
も
お
か
し
い
と
思
う
こ
と

が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

防
犯
意
識
を
高
め
る
防
犯
教
室

犯
意
識
を
高
め
る
防
犯
教
室

腹話術で詐欺の例を紹介する様子　
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家
庭
菜
園
の
栽
培
計
画

　
冬
が
本
番
と
な
る
十
二
月
か
ら
翌
年
の

一
月
ま
で
は
、
冬
型
の
気
圧
配
置
の
た
め

強
い
季
節
風
が
吹
き
雷
が
鳴
り
響
く
季
節

と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
家
庭
菜
園
も

屋
外
作
業
は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

　
年
が
明
け
気
持
ち
も
新
た
に
な
る
と
今

年
こ
そ
は
美
味
し
い
野
菜
を
た
く
さ
ん
収

穫
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　
ま
ず
は
家
庭
菜
園
を
行
う
場
所
（
畑
）

と
時
期
（
季
節
）
を
決
め
、
次
に
ど
う
す

れ
ば
上
手
に
野
菜
が
作
れ
る
か
を
考
え
ど

ん
な
野
菜
を
つ
く
る
か
決
め
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
注

意
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
す
。

◎
消
費
面
か
ら
野
菜
を
選
ぶ

①
家
庭
菜
園
で
は
や
は
り
多
く
消
費
す
る

野
菜
を
作
る
の
が
王
道
で
は
な
い
で
し 

ょ
う
か
。
果
菜
類
の
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

キ
ュ
ウ
リ
や
秋
野
菜
の
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ

ク
サ
イ
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど
で
す
ね
。
ジ 

ャ
ガ
イ
モ
や
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
貯
蔵
性

の
高
い
も
の
も
い
い
で
す
ね
。

②
エ
ダ
マ
メ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
鮮
度 

が
命
の
野
菜
は
ぜ
ひ
作
り
た
い
で
す
ね
。 

本
物
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
店
頭
に
並
ば
な
い
珍
し
い
野
菜
（
コ
ー

ル
ラ
ビ
、
ハ
ヤ
ト
ウ
リ
な
ど
）
に
挑
戦

す
る
の
も
楽
し
い
で
す
。

◎
栽
培
の
難
易
度

　
七
月
号
で
も
ふ
れ
ま
し
た
が
栽
培
期
間

が
長
く
な
る
と
病
気
や
害
虫
が
発
生
す
る

な
ど
の
リ
ス
ク
が
増
え
栽
培
し
に
く
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
栽
培
経
験
の
違
い
に
よ 

っ
て
上
手
に
栽
培
で
き
る
か
が
異
な
っ
て

き
ま
す
。
表
１
に
栽
培
時
期
や
分
類
ご
と

に
初
級
、
中
級
、
上
級
に
分
け
て
み
ま
し

た
。
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

◎
連
作
障
害
の
予
防

　
同
じ
土
地
に
同
じ
野
菜
や
同
じ
科
の
野

菜
を
毎
年
作
り
続
け
る
と
、
土
壌
病
害
や

害
虫
の
被
害
が
ひ
ど
く
な
り
栽
培
し
に
く

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
連
作
障
害
と
い
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
一
度
栽
培
す
る
と
何

年
か
は
同
じ
野
菜
を
栽
培
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
栽
培
で
き
な
い
期
間
を
輪
作
年
限
と

い
い
、
野
菜
の
種
類
に
よ
っ
て
違
う
の
で

表
２
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
ま
た
、
表

３
に
主
な
野
菜
を
植
物
分
類
で
分
け
ま
し

た
の
で
同
じ
科
の
野
菜
は
連
作
と
な
ら
な

い
よ
う
に
計
画
し
て
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
よ
う

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園

�

澤
出
　
　
隆

表3　主な野菜の植物分類

表１　栽培時期による難易度

科　　名 野菜名
ナス科 トマト、ナス、ピーマン、トウガラシ、ジャガイモなど
ウリ科 キュウリ、メロン、スイカ、カボチャ、ズッキーニなど

アブラナ科 キャベツ、ハクサイ、ブロッコリー、
ダイコン、カブ、コマツナ、ミズナなど

ユリ科 ネギ、タマネギ、ニンニク、ニラ、ラッキョウ、アスパラガスなど
キク科 レタス、シュンギク、ゴボウ、フキなど
セリ科 ニンジン、セロリ、パセリ、セリ、ミツバなど
ヒユ科 

(旧アカザ科)
ホウレンソウ、フダンソウ（スイスチャード）、
ビーツ、オカヒジキなど

※「旧アカザ科」：新しい植物分類では「アカザ科」が「ヒユ科」の一部「アカザ亜科」となりました。

表２　主な野菜の輪作年限

輪作年限 野菜名
なし

(連作可能)
カボチャ、サツマイモ、

タマネギなど

１年休む ホウレンソウ、コカブ、
インゲンマメなど

２年休む レタス、ハクサイ、
ショウガ、キュウリなど

３～４年休む ナス、トマト、ピーマン、
サトイモなど

４～５年休む スイカ、エンドウなど
※輪作年限：連作障害を避けるため同じ野菜を栽

培しない年数

栽培時期 分類 初級 中級 上級

春

果菜類 インゲン、オクラ、
ミニトマトなど

ナス、キュウリ、
ピーマンなど

トマト、メロン、
スイカなど

葉菜類 ホウレンソウ、コマツナ、
シソなど

キャベツ、
リーフレタスなど 玉レタス、ネギなど

根菜類 小カブ、ラディッシュ、
ジャガイモ、サツマイモなど ショウガ、サトイモなど ゴボウ、ナガイモなど

秋

果菜類 ソラマメ、エンドウなど イチゴなど ー

葉菜類 ホウレンソウ、コマツナ、
シュンギクなど

タマネギ、キャベツ、
リーフレタスなど

玉レタス、ハクサイ、
ブロッコリーなど

根菜類 小カブ、ラディッシュなど ダイコン、ニンジン、
ビーツなど ー

射手座
11/23〜12/21

【全体運】あれもこれもと欲張ると収拾がつかなくなってしまいそう。あなたにとって大事なことを優先して。観劇にツキ
【健康運】おいしい食事で元気をチャージ。旬の食材が吉　　【幸運の食べ物】サトイモ
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の
花
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の
運勢
1月

　
暮
れ
に
な
る
と
マ
ツ
、タ
ケ（
サ
サ
）、 

ウ
メ
に
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
や
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ

等
を
添
え
て
植
え
た
、
い
わ
ゆ
る
正
月

用
松
竹
梅
（
シ
ョ
ウ
チ
ク
バ
イ
）
の
寄

せ
植
え
鉢
が
店
頭
に
並
び
、
あ
ち
こ
ち

で
松
竹
梅
の
鉢
植
え
講
習
会
が
行
わ
れ

た
も
の
で
し
た
。
決
ま
っ
て
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
も
風
物
詩
と
し
て
報
道
さ
れ
ま

し
た
。
最
近
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
ず
、
園
芸
店
に
は

華
や
か
な
花
の
寄
せ
植
え
が
並
ん
で
い

ま
す
。

◆
松
竹
梅
の
寄
せ
植
え

　
正
月
用
の
松
竹
梅
の
寄
せ
植
え
は
、

も
と
も
と
別
々
に
育
て
ら
れ
た
も
の
が

一
つ
の
鉢
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ
の
鉢
内
で
元
気
に
特

徴
を
生
か
し
な
が
ら
成
育
す
る
の
は
難

し
い
こ
と
で
す
。
観
賞
が
終
わ
っ
た
ら

別
々
の
鉢
に
植
え
て
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ツ
も
ウ
メ
も
地
植
え
す
れ
ば
、
き
ち

ん
と
し
た
管
理
を
し
な
い
限
り
大
き
な

木
に
育
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
タ
ケ
の
代

り
に
使
わ
れ
た
サ
サ
は
、
地
植
え
で
は

地
下
茎
が
走
り
あ
ち
こ
ち
で
芽
を
出
し

て
し
ま
い
ま
す
。

◆
華
や
か
な
花
の
寄
せ
植
え

　
最
近
は
華
や
か
な
材
料
の
寄
せ
植
え

が
好
ま
れ
る
よ
う
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
用

に
は
か
な
り
華
や
か
な
も
の
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
（
図
１
：
花
博
で
の
ハ
ン
ギ

ン
グ
）。
こ
の
よ
う
な
大
が
か
り
な
も

の
は
き
ち
ん
と
し
た
水
と
肥
料
を
与
え

る
装
置
が
必
要
で
す
し
、
専
門
知
識
も

持
っ
た
人
が
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
寄
せ
植
え
で
困
る
こ
と
は
植
物
が

育
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
種

類
に
よ
り
性
質
と
成
育
速
度
の
違
い
が

あ
り
、
放
置
す
れ
ば
種
類
に
よ
っ
て
は

競
争
に
ま
け
て
し
ま
う
も
の
が
出
て
き

ま
す
。
秋
か
ら
春
ま
で
の
間
は
植
物
が

大
き
な
成
育
を
し
ま

せ
ん
の
で
、
と
り
あ

え
ず
気
に
入
っ
た
花

を
適
当
に
ア
レ
ン
ジ

（
図
２
：
ガ
ー
デ
ン

シ
ク
ラ
メ
ン
他
）
す

れ
ば
、
そ
の
ま
ま
で

春
ま
で
楽
し
め
る
で

し
ょ
う
。
春
か
ら
秋

に
か
け
て
の
寄
せ
植

え
で
は
各
材
料
の
成

育
が
速
く
大
き
い
の

で
、
お
互
い
の
競
争

が
起
こ
り
寄
せ
植
え
と
し
て
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
き
ま
す
（
図
３
：
ラ
ン
タ

ナ
だ
け
が
大
き
く
）。
適
宜
、
枝
を
除

い
た
り
切
り
詰
め
た
り
し
て
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
各
材

料
の
傷
む
時
期
も
異
な
る
し
、
暑
さ
寒

さ
へ
の
耐
性
も
異
な
り
ま
す
。
寄
せ
植

え
は
永
久
に
観
賞
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
材
料
の
取
り
替
え
・
補

充
や
分
解
・
再
寄
せ
植
え
が
必
要
で
す
。

◆
収
集
者
向
け
寄
せ
植
え

　
あ
る
特
定
の
種
類
を
集
め
て
い
る
人

が
い
ま
す
。
サ
ボ
テ
ン
や
多
肉
植
物
が

好
き
な
人
は
自
生
地
を
想
像
し
て
寄
せ

植
え
（
図
４
）
を
作
っ
た
り
、
形
や
色

の
違
い
を
組
み
合
わ
せ
る
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。
食
虫
植
物
好
き
は
そ
れ
の
み

で
寄
せ
植
え
る
（
図
５
）
の
も
面
白
い

で
し
ょ
う
。
他
に
い
ろ
い
ろ
な
植
物
で

自
分
好
み
の
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

◆
龍
・
竜
の
付
く
植
物

　
ま
ず
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
（
龍
舌
蘭
：

ア
ガ
ベ
属
）
が
思
い
つ
き
ま
す
。
ア
ガ

ベ
属
に
は
大
型
（
図
６
：
ア
オ
ノ
リ
ュ

ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
の
斑
入
り
）
か
ら
小
型
ま

で
の
種
類
が
あ
り
、
い
く
つ
か
の
大
型

種
か
ら
テ
キ
ー
ラ
が
作
ら
れ
る
こ
と
で

も
有
名
で
す
。
ア
オ
ノ
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ

ン
は
約
百
年
で
長
大
な
花
茎
に
開
花（
図

７
）
し
、
そ
の
後
枯
れ
る
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
他
に
は
リ
ュ
ウ
ノ
ヒ

ゲ
（
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
）
や
山
野
で
見
か
け

る
腐
生
植
物
の
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
（
銀

竜
草
）
が
あ
り
ま
す
。
リ
ン
ド
ウ
は
漢

字
で
は
竜
胆
と
書
き
ま
す
。

寄
せ
植
え
に
つい
て

土
屋　
照
二

図４

図３

図２図６

図７

図１図５

山羊座
12/22〜1/19

【全体運】勢いがあります。計画を実行に移しましょう。会合では発言を。あなたの意見が好結果につながります。周りへの協力が吉
【健康運】頭痛は早めにケアを。目の疲れに効くマッサージも◎　　【幸運の食べ物】芽キャベツ



私 の 趣 味

JA グリーンかほく 生産者直売所「そくさいかん」

令和５年12月 20日㈬ から
令和６年 １月 15日㈪ まで

こども絵画コンクール
作品募集
野菜や果物、農作業などみなさんが描いた絵で
そくさいかんを彩りませんか？

第4回

くわしくは、本冊子折り込みのチラシをご覧ください

応 募 期 間

河北郡・かほく市在住の
未就学児および小学生

応 募 資 格

昨年の受賞者

12

　私の趣味はクラフトバンドでカバンや小物を作ることです。
趣味との出会いは、友達がクラフトバンドの手作りカバンを
持っているのを見て興味が湧き、一緒に教室に通うことにな
りました。習い始めてから約10年。今でも楽しい気持ちは
変わりません。特に作品が完成したときは「今回は上手くで
きた。真っ直ぐ作れた」と達成感があります。また、友達に
頼まれると嬉しく、私が作った作品を使ってくれているとこ
ろを見ると作り甲斐を感じます。
　私はカバンを中心に作っています。これからも持ちやすく
て丈夫なカバンを作ることをモットーとして趣味を続けてい
きます。

かほく市  香林 里美さん

100名様
灯油ファンヒーター

※各SS名の無いものは無効となりますのでご注意ください。※くじが無くなり次第終了させて頂きます。
※詳しくはSSスタッフまでお尋ねください。※当キャンペーンは景表法の規定範囲で行っています。

対　象

キャンペーン期間中、JA灯油（店頭）をご利用いただい
たお客様に、18L給油頂くごとにスクラッチ
くじを１枚お渡しいたします。

応募方法

2等1等
400名様

18L灯油
引換券

最寄りのJA-SSへ当選くじを
持参頂き、18Lの灯油を無料にて
進呈いたします。

さむ～い冬の必需品！ 次回給油時に！

１等応募期間

２等引換期間

キャンペーンキャンペーン

JA店頭灯油JA店頭灯油

■ JA津幡セルフSS
　 TEL (076)289-3221

■ JA宇ノ気SS
　 TEL (076)283-5035

2023

JA-SS

※１等賞品は１月中旬に第一次、2月上旬に第二次の発送予定です。
2023年12月15日（金）～2024年1月23日（火）

2023年12月15日（金）～2024年2月16日（金）

１等が記載されたスクラッチくじは引換締め切
り期限までに、キャンペーン事務局へ郵送にてお
送りください。　※2024年1月24日（水）消印有効
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料理レシピ
募集

　ご家庭で簡単にできる、地物・旬の食材を使
ったレシピを募集しています。
　投稿くださったレシピをリバノスやホームペ
ージで紹介したいと思いますので、皆さんのご
自慢料理を送ってくださいね！
　また、いろいろな食材の保存方法をご存知の
方も、併せて募集しています。
　たくさんのレシピをお待ちしております。

募集方法（封書でお送りください。）
１．住所、氏名、電話番号
２．料理名または食材名
３．レシピまたは保存方法
　　（簡単にお書きください。）
４．一言コメント
５．写真

宛先
〒929-0326
河北郡津幡町字清水チ329
JA石川かほくリバノス編集局

※レシピが多い場合は、リバノス編
　集局で選定させていただきます。

※１～５の事項を必ず
　ご記入ください。

ご飯をおいしく
食事を楽しく

「天晴」のオーナーシェフ 永井　智一　氏

季節のもずく酢季節のもずく酢

作り方

材　料
（４人分）

❶　合わせ酢の材料を混ぜ合わせ、鍋でひと煮たちさせ
冷ましておく。

❷　もずくは沸騰した湯に入れ、ざるにあげて、そのまま
冷ます。

❸　合わせ酢の半量を❷のもずくに入れ、1時間ほど漬
けておく。

❹　器に❸のもずくを盛り付け、柿、ゴールドキウイ、リ
ンゴ、おろししょうがを盛り、合わせ酢の残り半量を
注ぎ出来上がり。

もずく…………… 300g
柿…………………… 1個
ゴールドキウイ…… 1個
おろししょうが…小さじ1
リンゴ…………… 1/2個

合わせ酢
　かつおだし……300ml
　薄口しょうゆ… 50ml
　みりん………… 50ml
　酢………………100ml
　砂糖……………… 30g

紅玉のグラタン紅玉のグラタン

（２人分）

材　料

作り方 ❶　リンゴの紅玉を釜にする。釜部分とふたに切り分
け、釜はアイスディッシャーなどで中をくり抜き、
塩水で洗い、水気を切っておく。

❷　くり抜いた紅玉の中身は半分に切って種を取る。
ホタテ貝柱は塩・こしょうをして薄力粉を付ける。
フライパンに無塩バターを熱し、紅玉の中身、ホタ
テ貝柱、ホンシメジをソテーして紅玉の釜に戻す。

❸　フライパンに白ワインとホワイトソースを入れ、火
にかけて混ぜ合わせ、❷の上にかける。

❹ オーブンを200度に熱し、❸にパルメザンチーズをか
けて7、8分焼き上げ、ディルを飾り出来上がり。

紅玉………………… 2個
ホタテ貝柱………… 2個
ホンシメジ………… 2本
無塩バター
…………………… 適宜

白ワイン……… 大さじ2

ホワイトソース（市販品）
……………… 大さじ3

薄力粉……………… 適宜
パルメザンチーズ… 適宜
ディル……………… 適宜
塩・こしょう……… 適宜
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�

石
本
よ
し
一 

選

題
「
初
」

● 

秀初
孫
は
日
ご
と
愛
し
い
宝
物

�

洲
崎　
昭
子
（
太　
田
）

● 

佳
作

初
孫
に
ば
あ
ば
と
呼
ば
れ
こ
そ
ば
ゆ
い

�

𠮷
田　
順
子
（
川　
尻
）

初
め
て
の
デ
ー
ト
何
を
着
て
行
こ
う

�

池
田
ひ
ろ
み
（
夏　
栗
）

初
な
り
の
み
か
ん
宝
の
よ
う
に
も
ぐ

�

福
田　
貞
子
（
岩　
崎
）

菊
作
り
初
挑
戦
で
道
半
ば

�

山
崎　
直
樹
（
上
矢
田
）

初
雪
が
名
園
に
し
た
今
朝
の
庭

�

藤
沢　
充
子
（
瓜　
生
）

● 

入
選

初
鏡
歳
は
数
え
ぬ
こ
と
に
す
る

�

古
林　
照
子
（
長
柄
町
）

初
時
雨
里
い
も
掘
り
に
精
を
出
す

�

松
村
小
夜
子
（
岩　
崎
）

初
詣
今
年
の
運
は
昇
り
龍

�

山
崎　
邦
夫
（
横　
浜
）

除
夜
の
鐘
家
族
で
聞
い
て
初
詣

�
澤
本　
昭
子
（
内
日
角
）

初
め
て
の
ス
マ
ホ
楽
し
い
時
を
く
れ

�

永
多　
澄
枝
（
牛　
首
）

初
詣
や
っ
と
の
思
い
段
上
が
る

�

河
合　
雅
子
（
津　
幡
）

初
雪
で
喜
ぶ
子
等
の
輝
く
目

�

川
端　
春
美
（
狩
鹿
野
）

初
物
の
栗
お
こ
わ
ま
ず
ご
仏
前

�

山
崎　
洋
子
（
横　
浜
）

長
年
の
芽
が
出
始
め
た
歌
謡
塾

�

中
村　
妙
子
（
宮　
坂
）

初
冬
入
り
白
山
の
峰
白
い
雪

�

田
村　
悦
子
（
大
根
布
）

四
十
二
歳
初
老
だ
な
ん
て
似
あ
わ
な
い

�

宮
本
由
紀
子
（
宮　
坂
）

初
春
の
今
年
行
く
道
ど
ん
な
道

�

藏
本　
義
拡
（
横　
浜
）

前
列
で
初
め
て
の
吟
ふ
る
え
る
手

�

兼
保　
直
美
（
潟　
端
）

初
恋
も
よ
く
ぞ
続
い
た
半
世
紀

�

井
田　
宏
子
（
井
野
河
内
）

初
詣
人
そ
れ
ぞ
れ
に
願
い
ご
と

�

堂
川　
武
久
（
領　
家
）

白
山
へ
念
願
叶
い
初
登
頂

�

瀬
戸　
恵
子
（
二
ツ
屋
）

初
恋
の
こ
の
世
の
花
の
詩
が
好
き

�

前
山
優
美
子
（
太　
田
）

今
年
こ
そ
初
心
に
か
え
り
背
す
じ
ぴ
ん

�

小
田　
慶
喜
（
兵　
庫
）

お便りお便り
コーナーコーナー

　　１ページ１ページゆっくり楽しんで読
んでおります。毎月の運勢も必ず読み、楽
しみです。� 津幡町　水野　道代
ページの一番下にある毎月の運勢まで読ん
でいただきありがとうございます。これか
らも楽しく読んでいただけると嬉しいです。
　 　
　　津幡町文化展を見に行ってきました。「川
柳」のコーナーに親しみを感じました。色々
な作品を見せていただき、皆さん色々なこ
とに挑戦していることに感心しました。
� 津幡町　出見世　裕子
川柳を見ていると、共感や「なるほど、そ
んな考え方もあるのか」と、自分でも思い
つかない考え方を知ることができて楽しい
ですよね。いくつになっても「やってみよう」
と挑戦し続ける人はステキですね。

　　お便りコーナーや川柳に友人や知人の
名前が出ていると「お元気なんや」とほっ
とし、嬉しくなります。リバノスの楽しみ
のひとつです。� 津幡町　永多　澄枝
知り合いのお名前を見つけるだけで嬉しく
なりますよね。これからもたくさんの方を
載せていきたいと思っていますので、リバ
ノスを読んだ感想や日々の出来事など、皆
さんからのハガキをお待ちしております。
　 　
　　「リバノス」が届くのを毎月楽しみに
しています。中でも仲良し夫婦のページを
見ていると、とても暖かい気持ちになりま
す。笑顔っていいですね。
� かほく市　安下　礼子
毎月ご愛読していただきありがとうござい
ます。仲良し夫婦のページを見ると気持ち
がほっこりしますよね。これからも暖かい
気持ちになるような記事をお届けできるよ
う、頑張りますね。
　 　
　　これから玉ねぎの定植の時期ですね。
お奨め品種比較表を見ていても本当に迷い
ます。早く決めて定植しようと思います。
� かほく市　田中　愛星
品種がたくさんあって迷いますよね。毎年
違う品種を育てるのも楽しいかもしれませ

ん。自分好みの玉ねぎを見つけてみて下さ
い。おすすめの品種が見つかりましたら、
是非教えて下さいね。楽しみにしています。

川 

柳
川 

柳

三
月
号
題	

「
荷
」
三
句
マ
デ

　
●
締
切
り　
　
一
月
十
日
必
着

四
月
号
題	

「
道
」
三
句
マ
デ

　
●
締
切
り　
　
二
月
十
日
必
着

＜

投
句
先＞

〒
九
二
九
ー
〇
三
〇
八 

津
幡
町
字
菩
提
寺
ワ
三

�

石
本
よ
し
一　
宛　

※
投
句
の
際
、
住
所
・
氏
名
を
お
書
き
忘
れ
の
な
い
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

評　　
わ
が
子
に
は
き
び
し
か
っ
た
財
布
も
、
孫
の
子

に
な
る
と
紐
が
だ
い
ぶ
甘
く
な
る
。
ど
こ
の
祖
父
母

で
も
孫
の
子
に
は
甘
い
。

　
父
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
、
栄
々
と
つ
な
が

る
家
族
の
宝
物
は
、
こ
う
し
て
元
気
に
育
て
ら
れ
て

ゆ
く
。

　
孫
と
い
う
愛
し
い
宝
物
は
、じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
愛
も
た
く
さ
ん
貰
っ
て
日
ご
と
に
成
長
し
て
い
く
。

　
家
族
の
繁
栄
は
め
で
た
い
こ
と
で
す
。

　その他、たくさんのお便りが届いています。紙面
の都合上、全員の方のお便りを載せることができな
い場合もございます。ご了承下さい。実名で載せさ
せていただいておりますが、匿名希望の方は明記し
てください。お便りをお待ちしております。
<お便りのあて先>
〒929-0326　河北郡津幡町字清水チ329
� JA石川かほくリバノス編集局

水瓶座
1/20〜2/18

【全体運】じっくり時間をかけるのが正解です。気持ちがせいたら深呼吸を。落ち着きを保つのが成功の鍵。美術鑑賞にツキ
【健康運】心の疲れに気を付けて。音楽や美しい景色が癒やしに　　【幸運の食べ物】ダイコン
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の
運勢
1月

クロスワード
クイズ頭の体操？

P R E S E N T 11月号クイズ当選者

１	 おせち料理にも使うニシンの
卵巣の加工品

２	 旅行前に――ブックを買った
３	 俳人が名作を生み出した地に

建てられていることも
５	 北を向いたとき西になる方向
６	 丁寧にいうとご飯です
８	 横綱を先導して土俵に上がり

ます
12	 セイウチの口からにょっきり
13	 農地――、道路交通――
14　DNAが含まれる体の設計図。

――操作
15	 猫が中で丸くなっているかも
16	 不要物を可燃、――、資源ご

みに分別した
17	 彼女は――を言わせず彼を外

に連れ出した
19	 エレベーターの表示では「B」

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ タテのカギQ

◆応募方法　ハガキに①答え②住所・氏名・電話番号③本誌に対する
ご意見・身近な役立つ情報などをご記入の上、下記あて
先までご応募ください。正解者の中から抽選で５名の方
に1,000円分の商品券をプレゼントします。

◆あて先　　〒929-0326 津幡町字清水チ329
　　　　　　JA石川かほく「リバノス編集局」
◆応募締切　１月10日（消印有効）　　◆当選発表　リバノス３月号

● 尾山　真澄 さん
● 田川　安二 さん
● 井上　春佳 さん
● 松井　悦子 さん
● 小原優美子 さん

〈答え〉 フユジタク

１	 大学入学共通テストの理科の
科目の１つ

４	 キウイやポンカンの生産量が
日本一の県

７	 エッセーともいいます
９	 かつお節や昆布で取ります
10	 ガラガラとうがいをして洗う

もの
11	 ゆでた麺をざるにあけて行い

ます
13	 大股の人は広めです
15	 カメやカッパの背に付いてい

ます
16	 ――や硯（すずり）を用意し

て書き初めをした
17	 カラオケで楽しむもの
18	 ――の計は元旦にあり
20	 旧暦１月の異称
21	 見張ること。――カメラ

第８回 理事会だより 令和５年11月29日（水）開催

●審議事項
第１号議案　理事と組合との契約承認（融資取引）に

ついて
第２号議案　令和５年産大豆仮渡金について

●報告検討事項
⑴　令和５年10月末事業概況について
⑵　令和５年度内部監査品質評価結果の報告について
⑶　マネー・ローンダリング等対策の実施状況にかか

る行政庁報告について
⑷　理事と組合との契約締結報告について
⑸　半期情報の開示（ディスクロージャー）について
⑹　下期賞与支給について
⑺　宇ノ気給油所給油業務の一時休止について
⑻　年末年始業務予定について
⑼　その他

人が集まる支店へ

●支店活性化委員から、こんにちは！●

　津幡支店活性化委員長の吉田秀夫です。津幡支店活性化委員
では津幡支店に人が集まりやすくし、地域がより活性化するには
どんな活動やイベントを行うと良いのか、意見を出し合いたいと
考えています。
　まず、花などを植えて支店を鮮やか
にすることが大切だと思います。また、
支店職員と支店活性化委員が協力し
合って楽しく活動することにより、支
店全体の雰囲気が明るくなり、より支
店に入りやすいと思ってもらえるので
はと考えています。
　年金の日に開催している「新鮮野菜
市」 は女性理事が中心と
なり活動していますが、支
店活性化委員も協力して支
店の活動として定着させ、
人が集まるきっかけをつく
っていきたいです。
津幡支店活性化委員長
� 吉田 秀夫

魚　座
2/19〜3/20

【全体運】良い風が吹いています。お誘いには乗ってみましょう。今まで気付かなかった新しい発見があるはず。会合にツキ
【健康運】やったことのないストレッチに挑戦を。脳も活性化　　【幸運の食べ物】イチゴ
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正
月
太
り
で
体
重
が
戻
ら
な
い
と
い

う
悩
み
を
抱
え
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
焦
っ
て
食
事
を
抜
い
て
し
ま
う

と
、
基
礎
代
謝
が
低
下
し
て
痩
せ
に
く

く
な
り
ま
す
。
体
調
不
良
を
招
く
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
食
事
を
抜
く
の
は
危
険

で
す
。
今
回
は
、「
食
べ
な
が
ら
」
健

康
な
体
づ
く
り
に
役
立
つ
栄
養
素
を
二

つ
お
伝
え
し
ま
す
。

■
カ
リ
ウ
ム

　
体
内
の
余
分
な
塩
分
を
排
出
す
る
働

き
が
あ
る
カ
リ
ウ
ム
は
、
む
く
み
解
消

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
お
せ
ち
料
理

な
ど
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
が
原
因
で
体

が
む
く
み
、
体
重
が
増
え
た
方
に
は
お

薦
め
の
栄
養
素
で
す
。
か
ん
き
つ
類
の

果
物
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
、切
り
干
し
大
根
、

ア
ボ
カ
ド
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
に
多

く
含
ま
れ
て
い
る
カ
リ
ウ
ム
は
、
水
に

溶
け
出
し
や
す
い
性
質
が
あ
る
た
め
、

野
菜
か
ら
カ
リ
ウ
ム
を
取
る
場
合
は
、

生
野
菜
、
汁
物
な
ど
に
し
て
汁
ご
と
取

る
の
が
お
勧
め
で
す
。
お
せ
ち
料
理
を

食
べ
た
後
の
デ
ザ
ー
ト
に
ミ
カ
ン
を
食

べ
た
り
、
サ
ラ
ダ
に
ア
ボ
カ
ド
を
の
せ

て
食
べ
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

■
炭
水
化
物

　
体
や
脳
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

な
る
炭
水
化
物
は
、
健
康
な
体
づ
く
り

に
必
要
な
栄
養
素
で
す
。
米
、
パ
ン
、

麺
類
な
ど
の
炭
水
化
物
は
太
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

炭
水
化
物
は
、
糖
質+

食
物
繊
維
の
総

称
で
す
。
炭
水
化
物
を
抜
く
と
食
物
繊

維
の
摂
取
量
が
減
り
、
便
秘
を
招
い
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
便
秘
は
、

直
接
的
に
は
体
重
増
加
に
つ
な
が
り
ま

せ
ん
が
、
便
秘
で
老
廃
物
が
腸
内
に
た

ま
る
と
、
有
害
物
質
が
発
生
し
ド
ロ
ド

ロ
の
血
液
が
体
内
を
巡
り
ま
す
。
質
の

悪
い
血
液
に
は
脂
肪
が
蓄
積
さ
れ
や
す

く
な
る
た
め
、
三
食
で
炭
水
化
物
を
取

り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
便
秘
に
な
る

と
吹
き
出
物
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

美
し
い
肌
を
保
つ
た
め
に
も
炭
水
化
物

は
必
要
な
栄
養
素
で
す
。
忙
し
い
と
き

は
、
レ
ト
ル
ト
の
ご
飯
を
活
用
す
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。

　
栄
養
素
は
チ
ー
ム
で
働
き
ま
す
。
野

菜
、米
だ
け
を
食
べ
る
の
は
控
え
ま
し
ょ

う
。
肉
、
魚
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
、
油

な
ど
の
脂
質

も
取
り
、
健

康
な
体
づ
く

り
を
し
た
い

で
す
ね
。

し
っ
か
り
食
べ
て
冬
の
健
康
な
体
づ
く
り

栄
養
士�

吉
田　
理
江

JAグリーンかほくからのお知らせ

開催日
令和
６年

時　間 ＡＭ８：30～ＰＭ6：30
1/８（月・祝）

場　所

イベント内容

ＪＡグリーンかほく
生産者直売所「そくさいかん」

詳しくは、当日の新聞折込チラシをご覧ください。

●そくさいかん女性部プレゼンツ
　「本日の逸品」（数量限定）
●大人気！店頭精米商品
　1kgあたり20円引き
●地元産の旬の新鮮野菜
　（白菜・キャベツ・ブロッコリー・
　 大根・ねぎ 等々）　

開催
決定！！

新春フェア

駐車場完備
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ほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービス新着情報

秋の紅葉ドライブ
　ほのぼのデイサービスでは昨年に引き続き自立
支援の取り組みの一環として、秋を感じていただ
く「秋の紅葉ドライブ」を行いました。利用
者様が全員参加できるように11月13日～ 11
月17日までの５日間行い、卯辰山をドライブ
しながら、紅葉を楽しんで頂きました。
　出発時には降っていた雨も、卯辰山公園に
着いた途端、ピタっとやんで利用者様は「日
頃の行いがよかったのか、ちょうど晴れてよ
かったね」と満面の笑みで紅葉を楽しんでお
られました。「卯辰山の紅葉はとてもきれい
やね。見晴らしもよく、景色が本当にきれい
やわ。連れてきてくれてありがとうね」とた
くさんのお声を頂きました。ドライブへ出か
けて季節の移り変わりを堪能し、心身ともに

リフレッシュしていただきました。
これからも利用者様に喜んでいただけるよう、季
節ごとにイベントを企画し開催したいと思います。
� ほのぼのデイサービススタッフ一同

　
暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
こ
の
頃
は
朝

晩
め
っ
き
り
寒
く
な
っ
て
、
人
間
は
勝

手
な
も
の
で
、
お
日
様
が
愛
し
い

と
思
う
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
も
独
立
し
、
主
人
と

二
人
だ
け
の
生
活
に
な
っ
た
五
十

代
半
ば
に
突
然
、
麻
痺
が
残
る
不

自
由
な
身
体
に
な
り
、
生
活
が
変

わ
り
ま
し
た
。
主
人
も
目
と
耳
が

不
自
由
に
な
り
、
運
転
し
て
い
た

車
も
危
な
い
の
で
や
め
ま
し
た
。

　
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
は
親
身
に
相
談

に
の
っ
て
下
さ
る
の
で
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
運
動
・
頭
の
体
操
・
お

風
呂
な
ど
で
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
も
気

を
使
っ
て
下
さ
り
、
と
て
も
安
心

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
に
は
買
い
物
の
お
手
伝
い
を

し
て
も
ら
い
、
子
供
た
ち
も
時
間
が
あ

る
と
き
は
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
た
ま
に
、
主
人
と
意
見
が
食
い
違
い

喧
嘩
に
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
も
良
し
と
し
て
来
ま
し
た
。

　
助
け
て
下
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は

感
謝
を
忘
れ
ず
、
日
々
過
ご
せ
た
ら
幸

せ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ほ
の
ぼ
の
ヘ
ル
プ
利
用
者

�

山
本
喜
美
江

11月22日
いい夫婦の日



年末年始
営業時間のご案内

令和5年～令和6年

■年末年始ATM営業のご案内
　通常通り営業いたします。

■個人・法人ネットバンクのご案内
　通常通りご利用いただけます。

年／月 日 曜日 本店・支店
給油所

自動車センター
農機センター 
配送センター 

LPガスセンター
JAグリーン 

かほく津幡セルフSS 宇ノ気SS

令和 
５年 

12月

28 木 ８：30 ～ 
17：30

７:00 ～ 
21：30

７：30 ～ 
19：30

８：30 ～ 
17：30

８：30 ～ 
17：30 ８：30 ～ 

18：3029 金

30 土
休業 休業 休業

31 日 8：00 ～ 
18：00 休業

令和 
６年 
１月

１ 月

休業

休業

休業 休業 休業

休業

２ 火 ８：00 ～ 
18：00３ 水

４ 木 ８：30 ～ 
17：30

７：00 ～ 
21：30

７：30 ～ 
19：30

８：30 ～ 
17：30

８：30 ～ 
17：30５ 金

６ 土

休業 休業７ 日 ８：00 ～ 
18：00 休業

８ 月 ７：30 ～ 
19：30

８：30 ～ 
18：30

■年末年始営業時間のご案内


